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海洋産バクテリア Thalassospira sp.より単離された免疫抑制ペプチド
Thalassospiramide Aおよび B

野川俊彦

　天然化合物ライブラリーの構築やケミカルバイオロジー研究を進めるにあたり，その根幹
となる化合物の供給は最も重要なことの一つである．そして，質の高いライブラリーの構築
やケミカルバイオロジー研究を行うためには，化合物の精製度が高いということは当然のこ
とであり，それとともにその構造がしっかりと決められていることが重要である．今回紹介
する論文では，海洋産バクテリアから２つのデプシペプチドを単離し，それらの構造を決定
している．その平面構造から立体構造の決定までの過程で，NMR を主体とした分光学的手法
を始め，化学的手法などが組み合わされて用いられている．それらの手法は，現在の構造決
定においては比較的一般的なものではあるが，それらを実際に行うことは大変困難なことで
ある．このようなことから，今後得られてくるであろう微生物代謝産物の構造決定において
参考にするべき点が多いと思い，本論文を紹介することとした．
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要旨
　海洋産バクテリア Thalassospira sp.より２つの環状ペプチドを単離し，それらの構造
を 分 光 学的 デ ー タ の 解 析 およ び 化 学 的 手 法 の組 み 合 わ せ に よ り， そ れ ぞ れ
thalassospiramide A (1)および B (2)と決定した．それらは，構造中に興味深いγ-ア
ミノ酸を含んでいた．また，インターロイキン－５産生抑制アッセイを用いて，それらの免
疫抑制活性を検討した．
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